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第28回兵庫県医学検査学会・第33回東播地区研究発表会に参加して
渡邉 勇気　会員（神戸大学医学部付属病院）

第28回兵庫県医学検査学会・第
33回東播地区研究発表会が加古川総
合保健センターのウェルネージホール
で、『認知症に関する知識を深める』
というテーマのもと開催されました。

認知症領域の研究に取り組んでお
られる河月先生の招待講演では、「育
成」「臨床現場」「公衆衛生」の3つの
視点での取り組みについて聴講しまし
た。認知症領域への臨床検査技師の
関わり方について知ることができ、大
変勉強になりました。

学術企画のメーカーからの情報発
信では、認知症検査に関するキットや
試薬について実際に体験することもで
き、さまざまなツールを知る良い機会
だったと思います。

山本先生の学術奨励賞受賞記念講演では、技師会活動に関することを聞くことができ、今後の技師会活動の参考にしたい
と思います。

一般演題でも症例報告や検討の報告など、さまざまな分野からの発表があり、興味深い内容ばかりでした。
今回、このような会を開催・運営していただきました皆様に感謝いたします。

第28回兵庫県医学検査学会・第33回東播地区研究発表会に参加して
下山 瑠奈　会員（明石市立市民病院）

招待講演では鳥取大学の河月先生に認知症についてご講演いただきました。高齢化社会において重要な病気である認知症で
すが、恥ずかしながら知識不足で、検査方法や治療薬など今回初めて知ることが多くありました。頻度は少ないものの業務の中で
患者に接することがあるため、認知症について考えるとても良い機会になりました。

一般演題では貴重な症例報告、検査方法の検討、実際に認知症検診に携わる臨床検査技師の発表などを聞くことができ、大
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変勉強になりました。私は普段微生物検査を担当していますが、髄膜炎菌検出の1例を聞き、臨床側への迅速な報告や感染対策
を行う上で多職種との連携の重要性を再認識しました。また、採血量や尿検体の遠心の有無が検査値に影響を与えるという発表
を聞き、日当直では担当分野以外の検査も行うため、正確な検査ができるよう知識を深めていかなくてはならないと感じました。

最後になりましたがご講演してくださった先生方、企画・運営してくださった皆様に感謝申し上げます。ありがとうございました。
　 　 　

第19回 丹但地区研修会に参加して
小西 翔子　会員（公立八鹿病院）

令和7年3月1日に開催された第19回丹但地区研
修会に参加しました。

1題目では講師の方の経験から学ばれた臨床の現
場での実践と教訓をお話して頂き、私自身も転職経
験がある為共感する部分が多くありました。教える側
から教わる側になった時の事を思い出し、今までの仕
事に対する姿勢を振り返る良い機会になりました。

2題目でお話された『中小規模病院でも研究はで
きる！』の内容にありました他部門を経験した事により
気付ける疑問があるという事、私自身現在ローテー
ションで仕事をしていますので、正直研究まではなか
なか難しい部分はありますが、改めて仕事に対する
意識を変える機会を頂いたと思い、日々の仕事に活
かしたいと思います。

大変有意義な研修会をありがとうございました。

子宮頸がん予防啓発　LOVE49キャンペーン in KOBE子宮頸がん予防啓発　LOVE49キャンペーン in KOBE
毎年4月9日の「子宮頸がんを予防する日（子宮の日）」

を中心に全国で子宮頸がん予防・啓発活動が行われていま
す。兵庫県でも4月13日(日)須磨パティオ＆名谷駅前広場
で「LOVE49キャンペーン in KOBE」が開催されました。

当日は悪天候のため屋外イベントに変更がありました
が、屋内でミニコンサートやトークショーが繰り広げられまし
た。当会は、子宮頸がんについての正しい知識の普及と検
診のイメージアップを目的として啓発ポスターの展示を行
いました。
「若い世代がかかる身近ながん」それが「子宮頸がん」で

す。早期の段階で発見することが重要です。そのため20歳
からの子宮頸がん検診が推奨されていますが受診率は約
40％、他の先進諸国の70％以上にはほど遠い現状です。
このような低受診率を変えるべく臨床検査技師の私たちも
啓発活動を継続していくことが大切です。また参加者からは
臨床検査技師の仕事に対する質問もあり、このような啓発
活動も臨床検査技師を知ってもらうきっかけの一つになるの
だと感じました。まずは自分、そして周囲の大切な人に検診
の重要性を伝えていきましょう。（文責:広報部　西田 純子）
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神前 雅彦　会員（チーム医療・管理運営研究班班長）
チーム医療・管理運営研究班の神前です。
今回はチーム医療・管理運営班が担当とのことで、どういった記事にしようかと悩んでいた矢先に、日臨技よ

り認定認知症領域検査技師の資格更新のメールがありまして、せっかくなので認知症について少しお話させてい
ただきます。

突然ですが、みなさん2025年問題というのをご存じでしょうか？
2025年問題とは、いわゆる団塊の世代が75歳以上となることで、後期高齢者人口が急増し、医療・介護に

関わる社会的負担が大きくなると予想される課題です。厚生労働省の資料によると、日本の認知症高齢者の数は
2012年462万人と推計されており、団塊世代が75歳以上となる2025年には約700万人に達するとされていま
した。実際に65歳以上の高齢者を対象にした2022年度の調査推計では、認知症の人の割合は12 ％、認知症の
前段階である軽度認知障害（Mild Cognitive Impairment : MCI）の人の割合は16 ％であり、両方を合わせる
と3人に1人が認知機能にかかわる症状があることになります。治療薬としては、使用時期、薬価の問題等賛否
はありますが、アルツハイマー型認知症の治療薬が2023年、2024年に保険適用となったことをご存じの方も
いらっしゃるかと思います。また、2024年1月には、認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らせる社
会の実現を目指すための「認知症基本法（正式名称：共生社会の実現を推進するための認知症基本法）」が施行
されました。

認知症の早期発見のための検査については、2025年2月15日の第28回兵庫県医学検査学会・第33回東播地
区研究発表会の学術企画としていくつか紹介させていただきました。写真を撮っておけばよかったと思うほど盛
況で、みなさんの関心ごとであることを再認識いたしました。

チーム医療・管理運営研究班としても、今後、認知症に関する研修会等を企画したいと考えています。その際
は是非とも奮ってご参加ください。

参考：政府広報オンライン【知っておきたい認知症の基本】（https://www.gov-online.go.jp/article/202501/
entry-7013.html）

＃研究班

《今 後 の 予 定 》
① 令和7年度　第45回丹但地区研究発表会（現地・Web併用）
開催日時／令和7年6月29日（日）　9：00～12：00

開催場所／公立豊岡病院

② 第29回兵庫県医学検査学会・第42回西播地区研究発表会
開催日時／令和7年7月6日（日）　10：00～15：30（予定）

開催場所／アクリエひめじ（姫路市文化コンベンションセンター）

③ 令和7年度　第１回東播地区ナイトセミナー（現地・Web併用）
開催日時／令和7年7月25日（金）　18：30～19：30

開催場所／明石市立市民病院　2階 講義室

行事予定案内および求人情報は、ホームページに
掲載しております。
右のQRコードから最新情報をご確認下さい。

求人情報行事予定表
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女性専用健診フロア 健診フロア 生化学検査部門 血液検査部門

突撃！突撃！
となりとなりのの検査室検査室

第8回 公益財団法人 加古川総合保健センター
《所在地》 〒675-0065 兵庫県加古川市加古川町篠原町103−3

●概要
施 設 名 公益財団法人 加古川総合保健センター
病 床 数 なし

部署人数
（正職員）

技師／22人、看護師／4人　
男女比／1：4.5
経験年数／～5年目12人、～10年目1人、11年目
〜9人

勤務体制 勤務時間／8：30～17：00（健診部門）
8：30～20：30（検査部門）

第三者認証 取得済み

●検査室で行っている検査領域
検体検査 化学、免疫、血液、一般、微生物、遺伝子、輸血、病理

生理検査 心電図、呼吸機能、聴力検査、エコー（腹部、乳腺、
頸動脈、甲状腺、心臓）、血圧脈波、骨密度（エコー）

●施設や検査室で力を入れている領域や特色、アピールポ
イントなど
検査領域 全般

詳 細

当施設は健診センターとしての機能と地域の開業
医の先生方から出検される血液検査等を行う検査
部門の機能を持っています。地域の住民の方々の健
康を支えることを第一に努めております。

●採血室の状況
台 数 3台 採血数/1日 200人
構成メンバー 看護師4人

●新人教育について

新人教育
の 進 め 方

【健診部門】
新人技師には指導員のもとで、年間計画に沿って業
務を行い到達度は月ごとに確認をしています。
【検査部門】
入職後は年間計画を作成し、半年をかけて各部門
をローテーションしていきます。各部門がどのような
業務を行っているかを覚え、基本的な操作・手技を
学んでいきます。半年後には配属先が決まり、夜間
業務や休日業務のトレーニングを開始していきます。

フレッシュ
な技師さん
から一 言

【末口 怜央】血液検査および一般検査の業務を担
当しているので、今後は更に専門知識を深め、地域
医療に貢献していきたいです。

●検査領域
分野 検査機器 年間件数（備考）

採 血 I press fit 38,684件

化 学 BM6070G　2台 他 298,312件

免 疫 L2400、cobas e801 他 92,963件

血 液 XR-3000、CS-1600 257,015件

一 般 MS-3500、UF-1500 他 71,618件

微 生 物 ライサス S4 他 22,047件

遺 伝 子 cobas z480 504件（SARS-CoV-2）

輸 血 1,935件

病 理 ・
細 胞 診

Thinprep 5000プロセッサ他 23,738件

心 電 図 ECP 8641 34,190件

呼 吸 オートスパイロメータシステム 7W 5,119件

聴 力 オージオメーター AA58 30,751件

エ コ ー
　（腹部）　

GE Fortis 6,152件

●運用面での工夫など
【健診部門】
誘導システムを導入し、時間のロスなく検査案内がスムーズに行
えるようにしています。
【検査部門】
夜間業務や休日業務時に担当部署以外の技師でも扱いやすいよ
う機器の集約をしています。検査システムにおいても再検ルール
を構築し再検の見落としを防いでいます。また、1人が複数業務に
対応できるよう日々取り組んでおり、担当業務以外での応援がで
きるよう体制を組んでいます。

●読者へ向けて一言よろしくお願いいたします
【健診部門】
多くの健診を取り扱っており（人間ドック、がん検診、住民健診、企
業健診等）、特定保健指導も実施しております。加古川駅北側と利
用しやすい場所ですので、ぜひご利用ください。
【検査部門】
「地域の皆様の健康を支える」ことを第一の目標に日々研鑽をして
まいります。

文責：池内 あづさ 会員（加古川総合保健センター）
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今月号より「私の推し事」というコーナーが
新たに加わりました！ジャンルを問わず皆さ
んに自分の“推しているもの”を紹介していた
だくコーナーとなっております。このコーナー
も数珠つなぎでどんどん繋げていく予定です。
「ぐるめ情報」のコーナーも不定期に登場しま
すのでそちらも楽しみにしていてください！　
藤原淳美会員（神戸大学医学部附属病院）

公立豊岡病院の西村崇弘です。私が紹介する

のは趣味のイカ釣りです。

私が住む兵庫県豊岡市は日本海に面しており、

そこで釣れる剣先イカ（白イカ）は夏の旬の食べ

物です。イカ釣りの際に漁船が灯す集魚灯は「漁

火」と呼ばれ、海岸線沿いで見られる漁火は但馬

地方の夏の夜の風物詩となっています。

私が釣りを始めたきっかけは、祖父が漁師で

あったことと、父の趣味が釣りでよく連れて

行ってくれたことです。いつの間にか私も釣り

をするようになりました。私が行くのは主に船

釣りで、ここ数年は父と二人で釣りをしていま

したが、就職を機に職場の方々との会話の中

で、私の実家が船を所有していることや、船舶

免許を所持していることが知られ、一緒に行く

ことも増えました。今では船の上が交流の場に

なっています。

昨年は、互助会主催の行事としてイカ釣りが

行われ、もちろん私も参加しました。院内の

様々な職種の方と船の上で交流する場となって

いました。検査の同僚もそこでイカ釣りを好き

になったのか、後日検査科内の釣り好きととも

にイカ釣りに行きました。コミュニケーション

が取れて楽しめる上に、美味しいイカが入手で

きる。こんなに素晴らしいものはないと自負し

ております。

昨年行ったメンバーと、今年もイカ釣りに行

こうと話が上がっています。皆様もぜひ釣りを

してみてください。釣りはハードルが高いと感

じる方は、夏の旬「白イカ」を食べにぜひ但馬

に足を運んでみてください。

西村 崇弘 会員（公立豊岡病院）

VOL. 01
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